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特集　　西都市転入教職員紹介

▲穂北小田植え（４月 12 日）
同校５年生児童（44 人）が学
校近くの水田で田植え作業を
行いました。泥まみれになる
子もいて楽しく体験しました。
８月に収穫の予定です。

広　報広　報

こんね！四季を彩るロマンのまち　西都
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新しく西都市内の小中学校に勤務する、51 人の先生た
ちをご紹介。西都市の皆さん、よろしくお願いします。
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西都市転入教職員紹介
西都市平成25年度当初予算
平成25年度新規・重点事業の紹介
新組織体制がスタート

今回は、幸せを運ぶシロツメクサをご紹介
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５年ぶりの西都です。合
い言葉「かかわる・つな
げる・つづける」チーム
穂北頑張ります。
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都於郡小学校から転任し
てきました。元気な南っ
子と一緒に楽しくやって
いきます。

妻
南
小

三
角
勝
広

穂北小より異動して参り
ました。心新たに精一杯
頑張ります。よろしくお
願いいたします。

都
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郡
小

倉
爪
浩
二

妻南小から都於郡小に転
勤しました。全国的に有
名になった都小っ子祭り
が楽しみです。

都
於
郡
小

満
山
裕
子

花いっぱいの西都原が大
好きで、毎年楽しみにし
ています。よろしくお願
いします。

妻
南
小

満
留
紀
子

生まれ育った、大好きな
西都で勤務できて幸せで
す。南っ子たちと笑顔で
頑張ります。
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小
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木
下
誠
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都於郡小の子ども達、そ
して西都市の児童生徒の
健やかな成長のために精
一杯頑張ります。

山
田
分
校

都
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郡
小

矢
野
和
久

妻南小で働く事になりま
した。西都原から見下ろ
す風景が大好きです。よ
ろしくお願いします。

故郷である西都に赴任す
ることができて嬉しく思
っています。新たな気持
ちでがんばります。

西都市内での異動ですが
大きな変化の春です。初
心に返って頑張ります。

西都・妻北でのすばらし
い人・もの・こととの出
会いを楽しみにしていま
す。

伝統ある妻北小学校に赴
任することができて光栄
です。子ども達のために
がんばります。

都於郡小から異動してき
ました。大規模校なので
緊張しています。精一杯
がんばります。

10年ぶりの妻北小勤務
になりました。先生方と
一緒になって、楽しい学
校づくりに努力します。

ほんの少しでも誰かの役
に立てるよう精一杯努力
します。西都の自然や食
も楽しみです。

歴史ある、自然豊かな西
都市に赴任できたことを
喜んでいます。子ども達
と共に頑張ります。

串間市の小さな学校から
の転任で少し緊張してい
ますが、気持ちも新たに
頑張ります。

南小の子ども達と共に毎
日笑顔で学校生活を送り
たいと思います。よろし
くお願いします。

穂北小の子どもたちと一
緒に、元気いっぱい、笑
顔いっぱいで動き回りま
す。

５年間勤務した妻北小よ
り参りました。さらに西
都市の教育振興のために
頑張ります。

地域や山田分校に早く慣
れ、笑顔で子ども達のた
めに頑張りたいと思いま
す。
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宮崎市立生目中から転入
してきました。英語の学
力向上目指して頑張りま
す。
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中
教
頭

内
之
八
重
正
裕

去年の秋、コスモス満開
の三納を見て感動しまし
た。ここに赴任したのが
夢のようです。

三
納
中

三
納
中

榎
本
真
理
子

豊かな自然の中で素直に
すくすくと育った子ども
達と共に過ごせることを
嬉しく思います。

三
納
中

田
邊
真
由
美

学校での事務は初めてな
ので分からないことばか
りですが、一生懸命頑張
ります。

三
財
中

押
川
志
保

五ヶ瀬町の三ヶ所中学校
から赴任してきました。
理科を担当します。よろ
しくお願いします。

妻
中大

山
真
由
美

大淀中から参りました。
保健体育担当で、専門は
陸上競技です。精一杯頑
張ります。

銀
上
小
教
頭

牧
野
宏
紀

２年ぶり 14年目の西都
市勤務です。銀上・銀鏡
の子どもの笑顔のために
頑張ります。

妻
中柚

木
美
穂

西都原の満開の菜の花に
とても元気をもらいまし
た。妻中に歌声を響かせ
ます。

妻
中森

山
善
広

昔西都市の山間部で、国
際交流キャンプをしまし
た。生徒のために頑張り
ます。

妻
中吉

田
由
起
子

西都市の新鮮で美味しい
食材を使った愛情一杯の
給食を届けたいと思いま
す。

妻
中山

下
卓
也

西都市の子どもたちのた
めに力を尽くします。
「共育」をモットーに精
一杯がんばります。

妻
中松

山
智
洋

自然豊かな西都の地で、
子どもたちとともに精一
杯頑張っていきたいと思
います。
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長

橋
口
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校庭の野鳥のさえずりに
安らぎを感じます。子ど
も思いの先生方と力を合
わせます。

都
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郡
中

尾
関
泰
子

前任校の妻中学校に引き
続き西都市にお世話にな
ります。どうぞよろしく
お願いします。
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横
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博

三納中から穂北中に赴任
しました。敷地の広い学
校です。学力体力向上に
努力します。

三
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中

北
林
久
幸

中学生の理科を担当しま
す。精一杯頑張りたいと
思います。よろしくお願
いいたします。

三
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中

黒
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千
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７年ぶりに西都市の学校
に勤務することになりま
した。よろしくお願いし
ます。

都
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中

冨
田
兼
三

決意を新たに、熱意をも
って西都の子ども達の教
育にあたります。よろし
くお願いします。

三
納
中

大
竹
幸
代

小学生から中学生まで校
内にいて、いろいろな子
どもたちと接することが
できて嬉しいです。

茶
臼
原
小

青
木
美
幸

６年間三財小でお世話に
なり、茶臼原小へ異動と
なりました。これからも
頑張ります。

三
財
中落

合
宏

６年ぶりに西都市に戻っ
てきました。新たな気持
ちで、西都の子どもたち
のために頑張ります。

銀
上
小

日
髙
恵
子

宮崎市立小松台小学校か
ら赴任させていただきま
した。笑顔で明るく精一
杯頑張ります。

自然に囲まれて、心豊か
で心身共にたくましい児
童生徒の育成に励んでい
きます。

西都市立銀鏡中に勤務す
ることになりました。生
徒と共に学校を盛り上げ
ていきたいです。

４年ぶりの西都。１日も
早く穂北に慣れ、生徒達
や先生方、地域の方々と
仲良く過ごしたいです。

う
ち
の
は
え

ま
さ
ひ
ろ

ひ
だ
か

え 

り 

こ

き
た
ば
や
し
ひ
さ
ゆ
き

た
な
べ

ま 

ゆ 

み

え
の
も
と

ま 

り 

こ

お
お
た
け
さ
ち
よ

あ
お
き

み
ゆ
き

お
ち
あ
い
ひ
ろ
し

く
ろ
ぎ

ち 

ほ

お
し
か
わ
し 

ほ

ま
き
の
ひ
ろ
き

ひ
だ
か
け
い
こ

さ 

さ 

き
や
す
し

ひ
だ
か
じ
ゅ
ん
じ

お
お
や
ま

ま 

ゆ 

み

や
ま
し
た
た
く
や

ま
つ
や
ま
と
も
ひ
ろ

ゆ
の
き

み 

ほ

も
り
や
ま
よ
し
ひ
ろ

よ
し
だ

ゆ 

き 

こ

は
し
ぐ
ち
け
ん
じ

お
ぜ
き
や
す
こ

と 

だ
け
ん
ぞ
う

よ
こ
い
ま
さ
ひ
ろ

こ
み
や
じ
ゅ
ん
こ

三
納
小
教
頭

安
藤
利
光

小中一貫教育校となった
三納小中学校で、皆さん
と力を合わせてがんばり
ます !!
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う
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黒
木
俊
和

一体型三納小中一貫校が
開設され、地域と共に、
三納ならではの一貫教育
を推進します。

三
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中
校
長
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小
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ず
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長

三
財
小

三
財
中

松
浦
美
人

「地域の文化の拠点」と
しての小中学校となるよ
う、学校経営を頑張りま
す。
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三
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小

鶴
田
千
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小中一貫ということでと
まどいもありますが、楽
しみでもあります。よろ
しくお願いします。
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小

西
保
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西都市や三納のよさをた
くさん見つけていきたい
と思います。よろしくお
願いします。
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一定の行政水準を確保するため
に国から交付されるお金

市が行う事務事業に対して国
から交付されるお金

市が行う事務事業に対して県
から交付されるお金

事業を実施するために借りる
お金

みなさんが市に納めていただい
た税金

各種基金（市の貯金）を取り崩
したお金

市の施設の利用や証明書発行時
に納めていただいたお金

その他、市に入ってくるお金

※人口は 31,791 人（H25.3.1 現在）で算出。

市が自ら自主的に調達できる収
入のことで、自主財源の割合が
大きいほど財政は安定している
といえます

国や県から交付されたり、割り
当てられたりする財源

用語の解説と歳入額
地方交付税
（50 億 4,233 万 6 千円）

国庫支出金（22 億 9,421 万円）

県支出金（13 億 458 万 1千円）

市債（10 億 290 万円）

その他（12 億 6,882 万 6 千円）

使用料及び手数料
（1億 6,876 万 5 千円）

市税（28 億 520 万 2千円）

繰入金（13 億 568 万 6千円）

依存財源
（101 億 5,202 万 7 千円）

自主財源
（50 億 4,047 万 9 千円）

一般会計とは、市の業務において中心となる会計。
特別会計とは、国民健康保険や介護保険など特定の事業に用いる会計。

各会計予算規模

7億690万5千円一般会計
特別会計

会計区分 平成 25年度予算額 増減額（前年度比）

総合計

国民健康保険事業
簡易水道事業
下水道事業
市営住宅事業
農業集落排水事業
介護保険事業
西都市西米良村
介護認定審査会
西都児湯障害認定
審査会
後期高齢者医療

151億9,250万6千円
109億1,203万5千円
52億192万2千円
4億2,699万1千円
12億1,365万3千円
2億8,433万7千円
1億   995万2千円
32億5,773万4千円

983万1千円

1,039万6千円
3億9,721万9千円
261億454万1千円

2億7,371万8千円

12億4,475万7千円

1億9,302万1千円

9,849万1千円

154万1千円

△9万7千円

4万1千円

△1,003万7千円

△2,643万5千円

760万9千円
5億3,785万2千円

平成25年度の当初予算についてお知らせします。
一般会計の歳出を性質別に見ると、人件費や扶助費などの義務的経費が
73億1,702万7千円で、平成24年度当初予算と比較して0.1％の減となっています。
また、普通建設事業費や災害復旧事業費などの投資的経費は21億2,098万4千円で、
同当初予算と比較して38.0％の増となっています。

一般会計予算額151億 9,250万 6千円
(予算総額261億 454万 1千円）

平成25年度 
当初予算

西都市

一般会計歳出（目的別状況）

一般会計歳出
　（性質別状況）

民生費

総務費

教育費

土木費

公債費

衛生費

農林
水産業費

消防費

その他

農林業振興などに要
する費用

子どもや高齢者など
の福祉に要する費用

戸籍、選挙、防災、
地域づくりなどに
要する費用

保健衛生やごみ処理
などに要する費用

道路や公園の整備な
どに要する費用

市が借り入れたお金
の返済に要する費用

学校や公民館などの
整備や教育振興に要
する費用

消防活動や救急業務
などに要する費用

商業・観光の振興や
市議会運営などに要
する費用

目的別
項目名 項目の説明

市民１人
あたりの
予算額
（前年度比）

平成 25年度予算額
　　　（割合）

53億4,943万3千円
　　　　（35.2％）

15億9,496万6千円
　　　　（10.5％）

16億848万8千円
　　　（10.6％）

13億4,898万5千円
　　　　（8.9％）

12億486万7千円
　　　　（7.9％）

13億1,165万1千円
　　　　（8.7％）

10億2,260万円
　　　（6.7％）

7億9,331万5千円
　　　　（5.2％）

9億5,820万1千円
　　　　（6.3％）

    50,170円
（2,845円増）

  168,269円
（5,091円増）

  41,259円
   （23円減）

    32,166円
（4,326円増）

  42,433円
 （153円増）

    24,954円
（7,895円増）

    50,596円
（6,518円増）

    37,900円
（4,214円減）

  30,141円
 （355円減）

子どもや高齢者などを支援する
お金

職員などに支払われるお金

市債の元金・利息を支払うお金

道路や橋梁、学校などの公共
施設を建設するためのお金

各種団体に対する補助金や負
担金などのお金

賃金・旅費・需用費・交際費
などのお金

特別会計の歳入を補うための
お金

降雨や暴風などの災害で被災し
た施設を復旧するためのお金

施設・道路など将来にわたり
利用される社会資本の整備な
どに要する経費

扶助費・人件費・公債費をあわ
せたもので、硬直性の高い経費

扶助費（32 億 4,292 万 5 千円）

人件費（28 億 6,923 万 5 千円）

公債費（12 億 486 万 7千円）

災害復旧事業費
（1億 9,633 万 2 千円）

繰出金（20 億 64 万 1千円）

物件費（18 億 1,269 万 3 千円）

補助費等（13 億 26 万円）

投資的経費
（21 億 2,098 万 4 千円）

普通建設事業費
（19 億 2,465 万 2 千円）

義務的経費
（73 億 1,702 万 7 千円）

一般会計歳入
用語の解説と歳出額

合計 151億9,250万6千円
　　　　 （100.0％）

     477,887円
（22,236円増）

その他（6億 4,090 万 1 千円）

義務的
経費
48.1％

投資的
経費
14.0％

その他
の経費
37.9％

扶助費
21.3％

人件費
18.9％

公債費
7.9％

普通建設事業費
　　12.7％

災害復旧事業費
　　1.3％

繰出金
13.2％

物件費
11.9％

補助費等
8.6％

その他　4.2％

 依存
 財源
66.8％

 自主
 財源
33.2％

地方交付税
33.2％

国庫支出金
15.1％

県支出金
8.6％

市債
6.6％

その他   8.3％

使用料および手数料
　　　 1.1％

繰入金　8.6％

市税
18.5％

一般会計予算額
　151億 9,250万 6千円

一
般
会
計
の
歳
出
状
況
を
目
的
別
で
み
る
と
・
・
・

一
般
会
計
の
歳
出
状
況
を
目
的
別
で
み
る
と
・
・
・
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 05　May 2013 広報さいと

一定の行政水準を確保するため
に国から交付されるお金

市が行う事務事業に対して国
から交付されるお金

市が行う事務事業に対して県
から交付されるお金

事業を実施するために借りる
お金

みなさんが市に納めていただい
た税金

各種基金（市の貯金）を取り崩
したお金

市の施設の利用や証明書発行時
に納めていただいたお金

その他、市に入ってくるお金

※人口は 31,791 人（H25.3.1 現在）で算出。

市が自ら自主的に調達できる収
入のことで、自主財源の割合が
大きいほど財政は安定している
といえます

国や県から交付されたり、割り
当てられたりする財源

用語の解説と歳入額
地方交付税
（50 億 4,233 万 6 千円）

国庫支出金（22 億 9,421 万円）

県支出金（13 億 458 万 1千円）

市債（10 億 290 万円）

その他（12 億 6,882 万 6 千円）

使用料及び手数料
（1億 6,876 万 5 千円）

市税（28 億 520 万 2千円）

繰入金（13 億 568 万 6千円）

依存財源
（101 億 5,202 万 7 千円）

自主財源
（50 億 4,047 万 9 千円）

一般会計とは、市の業務において中心となる会計。
特別会計とは、国民健康保険や介護保険など特定の事業に用いる会計。

各会計予算規模

7億690万5千円一般会計
特別会計

会計区分 平成 25年度予算額 増減額（前年度比）

総合計

国民健康保険事業
簡易水道事業
下水道事業
市営住宅事業
農業集落排水事業
介護保険事業
西都市西米良村
介護認定審査会
西都児湯障害認定
審査会
後期高齢者医療

151億9,250万6千円
109億1,203万5千円
52億192万2千円
4億2,699万1千円
12億1,365万3千円
2億8,433万7千円
1億   995万2千円
32億5,773万4千円

983万1千円

1,039万6千円
3億9,721万9千円
261億454万1千円

2億7,371万8千円

12億4,475万7千円

1億9,302万1千円

9,849万1千円

154万1千円

△9万7千円

4万1千円

△1,003万7千円

△2,643万5千円

760万9千円
5億3,785万2千円

平成25年度の当初予算についてお知らせします。
一般会計の歳出を性質別に見ると、人件費や扶助費などの義務的経費が
73億1,702万7千円で、平成24年度当初予算と比較して0.1％の減となっています。
また、普通建設事業費や災害復旧事業費などの投資的経費は21億2,098万4千円で、
同当初予算と比較して38.0％の増となっています。

一般会計予算額151億 9,250万 6千円
(予算総額261億 454万 1千円）

平成25年度 
当初予算

西都市

一般会計歳出（目的別状況）

一般会計歳出
　（性質別状況）

民生費

総務費

教育費

土木費

公債費

衛生費

農林
水産業費

消防費

その他

農林業振興などに要
する費用

子どもや高齢者など
の福祉に要する費用

戸籍、選挙、防災、
地域づくりなどに
要する費用

保健衛生やごみ処理
などに要する費用

道路や公園の整備な
どに要する費用

市が借り入れたお金
の返済に要する費用

学校や公民館などの
整備や教育振興に要
する費用

消防活動や救急業務
などに要する費用

商業・観光の振興や
市議会運営などに要
する費用

目的別
項目名 項目の説明

市民１人
あたりの
予算額
（前年度比）

平成 25年度予算額
　　　（割合）

53億4,943万3千円
　　　　（35.2％）

15億9,496万6千円
　　　　（10.5％）

16億848万8千円
　　　（10.6％）

13億4,898万5千円
　　　　（8.9％）

12億486万7千円
　　　　（7.9％）

13億1,165万1千円
　　　　（8.7％）

10億2,260万円
　　　（6.7％）

7億9,331万5千円
　　　　（5.2％）

9億5,820万1千円
　　　　（6.3％）

    50,170円
（2,845円増）

  168,269円
（5,091円増）

  41,259円
   （23円減）

    32,166円
（4,326円増）

  42,433円
 （153円増）

    24,954円
（7,895円増）

    50,596円
（6,518円増）

    37,900円
（4,214円減）

  30,141円
 （355円減）

子どもや高齢者などを支援する
お金

職員などに支払われるお金

市債の元金・利息を支払うお金

道路や橋梁、学校などの公共
施設を建設するためのお金

各種団体に対する補助金や負
担金などのお金

賃金・旅費・需用費・交際費
などのお金

特別会計の歳入を補うための
お金

降雨や暴風などの災害で被災し
た施設を復旧するためのお金

施設・道路など将来にわたり
利用される社会資本の整備な
どに要する経費

扶助費・人件費・公債費をあわ
せたもので、硬直性の高い経費

扶助費（32 億 4,292 万 5 千円）

人件費（28 億 6,923 万 5 千円）

公債費（12 億 486 万 7千円）

災害復旧事業費
（1億 9,633 万 2 千円）

繰出金（20 億 64 万 1千円）

物件費（18 億 1,269 万 3 千円）

補助費等（13 億 26 万円）

投資的経費
（21 億 2,098 万 4 千円）

普通建設事業費
（19 億 2,465 万 2 千円）

義務的経費
（73 億 1,702 万 7 千円）

一般会計歳入
用語の解説と歳出額

合計 151億9,250万6千円
　　　　 （100.0％）

     477,887円
（22,236円増）

その他（6億 4,090 万 1 千円）

義務的
経費
48.1％

投資的
経費
14.0％

その他
の経費
37.9％

扶助費
21.3％

人件費
18.9％

公債費
7.9％

普通建設事業費
　　12.7％

災害復旧事業費
　　1.3％

繰出金
13.2％

物件費
11.9％

補助費等
8.6％

その他　4.2％

 依存
 財源
66.8％

 自主
 財源
33.2％

地方交付税
33.2％

国庫支出金
15.1％

県支出金
8.6％

市債
6.6％

その他   8.3％

使用料および手数料
　　　 1.1％

繰入金　8.6％

市税
18.5％

一般会計予算額
　151億 9,250万 6千円

一
般
会
計
の
歳
出
状
況
を
目
的
別
で
み
る
と
・
・
・

一
般
会
計
の
歳
出
状
況
を
目
的
別
で
み
る
と
・
・
・
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●
都
市
再
生
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
１
億
２
６
６
４
万
３
千
円

　
　
　
　
【
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
】

　

地
域
住
民
が
利
用
す
る
散
策
遊

歩
道
お
よ
び
西
都
原
観
光
客
を
市

街
地
へ
誘
導
す
る
道
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
逢
初
川
や
桜
川
沿
い

を
伝
承
地
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
で
総
事
業
費

５
億
５
０
０
０
万
円
。

●
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　
　
５
５
１
万
円　
【
建
設
課
】

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
踏

ま
え
、
予
防
的
な
対
策
を
行
い
、

橋
梁
の
寿
命
を
延
ば
し
、
将
来
的

な
財
源
負
担
の
軽
減
お
よ
び
交
通

の
安
心
・
安
全
な
確
保
を
図
り
ま

す
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　
　
１
３
０
１
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　
　
【
総
合
政
策
課
】

　

環
境
負
荷
が
小
さ
な
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
に
お

け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
行
う
と
と
も
に
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対

す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
小
規
模
災
害
応
急
復
旧
事
業

　
　
３
０
０
万
円【
危
機
管
理
課
】

　

公
的
制
度
事
業
に
該
当
し
な
い

災
害
被
害
で
、
生
命
に
関
わ
る
お

そ
れ
の
あ
る
被
害
や
市
民
生
活
に

著
し
く
支
障
を
来
し
、
緊
急
に
措

置
を
要
す
る
被
害
に
つ
い
て
応
急

作
業
を
実
施
し
、
市
民
の
安
全
を

確
保
し
ま
す
。

●
情
報
伝
達
推
進
事
業

　
　
２
１
２
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
【
危
機
管
理
課
】

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
平
成
25
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
４
カ
年

で
全
戸
配
布
し
ま
す
。

●
消
防
救
急
無
線

　
　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　
　
１
億
６
７
１
２
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
【
消
防
本
部
】

　

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

工
事
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
で
総
事
業
費

３
億
４
５
６
２
万
２
千
円
。

●
消
防
庁
舎
施
設
機
能
復
旧
事
業

　
　
１
億
３
４
５
９
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
【
消
防
本
部
】

　

防
災
の
要
と
も
い
え
る
消
防
庁

舎
の
防
音
機
能
復
旧
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
（
空
調
、
屋
根
防
水
、

仮
眠
室
工
事
な
ど
）。

●
工
業
団
地
整
備
計
画
策
定
事
業

　
　
１
８
５
４
万
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
【
商
工
観
光
課
】

　

現
在
本
市
に
は
、
企
業
立
地
が

可
能
な
工
業
団
地
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
回
復
傾
向
に
あ
る
国
内
の
工

場
立
地
動
向
や
市
民
の
働
く
場
の

確
保
を
望
む
意
向
を
考
慮
し
て
、

工
業
団
地
の
整
備
に
向
け
た
調

査
・
研
究
に
着
手
し
ま
す
。

●
商
店
等
現
況
調
査
利
活
用
事
業

　
　
１
０
６
８
万
円

　
　
　
　
　
　
　
【
商
工
観
光
課
】

　

市
内
の
商
店
、
飲
食
店
な
ど
の

店
舗
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
商
業
振
興
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
新
規
開
店
や
起
業
を
検
討

広報さいと May 2013　06

平
成
25
年
度

　
新
規
・
重
点
事
業
の
紹
介

平
成
25
年
度

　
新
規
・
重
点
事
業
の
紹
介

「
元
気
な
日
本
の
ふ
る
さ
と
西
都
」
づ
く
り
を
目
指
し
策
定
さ
れ
た

「
第
四
次
総
合
計
画
」
の
６
つ
の
基
本
施
策
に
沿
っ
て
、
平
成
25
年
度
の

主
な
新
規
・
重
点
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

「
元
気
な
日
本
の
ふ
る
さ
と
西
都
」
づ
く
り
を
目
指
し
策
定
さ
れ
た

「
第
四
次
総
合
計
画
」
の
６
つ
の
基
本
施
策
に
沿
っ
て
、
平
成
25
年
度
の

主
な
新
規
・
重
点
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

※

事
業
名
、
当
初
予
算
額
、
担
当
課
、
事
業
の
概
要
の
順
に

　表
示
し
て
い
ま
す
。

※

事
業
名
、
当
初
予
算
額
、
担
当
課
、
事
業
の
概
要
の
順
に

　表
示
し
て
い
ま
す
。

 

基
本
施
策
①

  

生
活
を
支
え
る

　
　

 

社
会
基
盤
づ
く
り

 

基
本
施
策
②

  

安
全
で
快
適
な

　
　

  

く
ら
し
づ
く
り

 

基
本
施
策
③

  

魅
力
と
活
力
に

  

あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り
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し
て
い
る
人
に
空
き
店
舗
の
情
報

提
供
を
行
い
、
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
　
６
０
０
６
万
円
【
農
政
課
】

　

農
畜
産
物
の
生
産
段
階
、
農
業

経
営
、
食
品
流
通
の
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
総
合
的
に
解
決
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
産
地
の
生
産
性
の
向

上
お
よ
び
農
家
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

●
口
蹄
疫
埋
却
地
再
編
整
備
の
た

　
め
の
整
地
等
事
業

　
　
１
８
９
２
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
政
課
】

　

平
成
22
年
に
口
蹄
疫
が
発
生
し

て
３
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ

り
、
口
蹄
疫
埋
却
地
を
農
地
と
し

て
再
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る

た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。（
民

有
埋
却
地
：
１
・３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

●
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

　
　
６
万
５
千
円【
福
祉
事
務
所
】

　

市
内
の
乳
児
（
生
後
４
カ
月
ま

で
）
を
持
つ
家
庭
を
民
生
委
員
児

童
委
員
が
訪
問
す
る
こ
と
で
乳
児

家
庭
の
孤
立
化
を
防
ぐ
と
と
も
に

乳
児
の
健
全
な
育
成
環
境
の
確
保

を
図
り
ま
す
。
今
年
度
末
ま
で
に

は
市
内
全
域
で
実
施
予
定
で
す
。

●
健
康
増
進
事
業

　
　
３
８
３
８
万
１
千
円

　
　
　
　
　
　
　
【
健
康
管
理
課
】

　

健
康
増
進
法
に
基
づ
い
た
健
康

相
談
、
健
康
教
育
、
各
種
健
診
を

は
じ
め
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
啓
発
活
動
お
よ
び
人
材
育
成
に

よ
る
自
殺
対
策
予
防
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。
平
成
25
年
度
で
は
、
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
拡

大
を
図
る
ほ
か
、
今
後
10
年
を
計

画
期
間
と
し
た
「
健
康
日
本
21
」

の
西
都
版
を
策
定
。
健
康
寿
命
の

延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
の

予
防
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る

具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
、
各
種

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
都
於
郡
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

　
タ
ー
建
設
基
本
計
画
策
定
事
業

　
　
３
０
５
万
４
千
円

　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】

　

都
於
郡
城
跡
の
案
内
説
明
、
伊

東
満
所
（
マ
ン
シ
ョ
）
関
係
資
料

の
展
示
お
よ
び
物
産
販
売
な
ど
を

兼
ね
備
え
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
建
設
に
係
る
基
本
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。

●
西
都
原
運
動
公
園
等
整
備
事
業

　
　
５
０
５
７
万
７
千
円

　
　
　
　
　
【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】

　

西
都
原
運
動
公
園
野
球
場
の
利

便
性
を
図
る
た
め
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
妻
南
小
学
校
改
築
事
業

　
　
４
億
２
８
９
５
万
４
千
円

　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
総
務
課
】

　

妻
南
小
学
校
南
校
舎
の
耐
震
改

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

で
平
成
27
年
度
ま
で
（
総
事
業
費

13
億
４
１
２
９
万
９
千
円
）。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

　
　
２
７
３
５
万
１
千
円

　
　
　
　
　
【
市
民
協
働
推
進
課
】

　

市
内
全
地
区
に
設
置
さ
れ
た
地

域
づ
く
り
協
議
会
が
、
主
体
性
や

自
主
性
を
持
っ
て
地
域
の
課
題
解

決
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま

す
。
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妻南小学校南校舎

西都原運動公園野球場

 

基
本
施
策
④

  

安
心
生
活
を
守
る

　
福
祉
・
健
康
づ
く
り

 

基
本
施
策
⑤

  

豊
か
な
文
化
と

　
　

 

　
　
人
づ
く
り

 

基
本
施
策
⑥

  

市
民
参
画
と
地
域

　
経
営
型
市
政
づ
く
り
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平
成
25
年
度
か
ら
市
役
所
の
組

織
が
24
課
93
係
体
制
か
ら
、
26
課

91
係
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
機
構
改
革
の
主
な
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
全
安
心
の

　
　地
域
づ
く
り
に
向
け
て

●
危
機
管
理
課
の
設
置

　

総
合
政
策
課
内
に
あ
っ
た
危
機

管
理
係
を
危
機
管
理
課
に
昇
格
し

て
新
設
。
防
災
対
策
を
さ
ら
に
強

化
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
安

心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
新
田
原
基
地
や
関
連
す
る

住
宅
防
音
お
よ
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
受
信
料
補
助
金
な
ど
に
関
す

る
窓
口
と
な
り
ま
す
。

『
食
』
創
生
都
市
の

　
　
　
　
　推
進
に
向
け
て

●
農
政
課
と
農
地
林
政
課
を

　設
置

　

本
市
で
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
の
振
興
と
第
四
次
総
合
計
画

に
基
づ
く
『
食
』
創
生
都
市
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
、
効
率
的
で
機
動
的
な

組
織
機
構
を
目
指
し
て
今
ま
で
の

農
林
振
興
課
を
分
離
。
農
政
課
と

農
地
林
政
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
食
創
生
推
進
係
を
設
置

　
『
食
』
創
生
都
市
づ
く
り
の
実

現
の
た
め
に
は
、
生
産
基
盤
の
強

化
や
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
、『
食
』

の
拠
点
施
設
の
整
備
や
農
商
工
連

携
・
６
次
産
業
化
な
ど
の
事
業
を

迅
速
か
つ
具
体
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
農
政
課
に
『
食
創
生
推

進
係
』を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
の
変
更
な
ど

　

機
構
改
革
に
よ
り
新
た
に
設
置

さ
れ
た
課
な
ど
の
電
話
番
号
（
課

直
通
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
総
合
政
策
課

　

32-

１
０
１
１
（
課
代
表
）

▼
危
機
管
理
課

　

43-

０
３
８
０
（
課
代
表
）

▼
農
政
課

　

43-

０
３
８
２
（
課
代
表
）

　

32-

１
０
０
３
（
農
政
係
）

　

32-

１
０
０
４
（
農
畜
産
係
）

▼
農
地
林
政
課　
　

　

43-

３
４
３
２
（
課
代
表
）

　

32-

１
０
１
３
（
林
務
係
）
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※赤文字は今年度設置された課

組
織
体
制
が
ス
タ
ー
ト

組
織
体
制
が
ス
タ
ー
ト

組
織
体
制
が
ス
タ
ー
ト

組
織
体
制
が
ス
タ
ー
ト

組
織
体
制
が
ス
タ
ー
ト

新新「西都創生」に向けて機構改革「西都創生」に向けて機構改革
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市の組織機構図
消
防

監
査
農
業
委
員
会

教
育
委
員
会 会

計
管
理
者

水
道
事
業

市
長

副
市
長

議
会

議
会
事
務
局

総
務
課

財
政
課

総
合
政
策
課

危
機
管
理
課

市
民
協
働
推
進
課

税
務
課

商
工
観
光
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

建
設
課

建
築
住
宅
課

農
政
課

農
地
林
政
課

生
活
環
境
課

市
民
課

健
康
管
理
課

福
祉
事
務
所

保
育
所

上
下
水
道
課

会
計
室

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

農
業
委
員
会
事
務
局

監
査
事
務
局

消
防
本
部

消
防
署

各
支
所

※赤文字は今年度設置された課

　平
成
25
年
４
月
１
日
、
市
職
員

の
人
事
異
動
も
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
異
動
は
課
長
職
10
人
、

課
長
補
佐
職
30
人
、
係
長
職
56
人
、

一
般
職
71
人
な
ど
計
１
６
７
人
で

し
た
。

　ま
た
平
成
25
年
度
は
13
人
を
新

規
採
用
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

紹
介
し
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　初めてのことだらけですが、市
民の皆さまのために元気に頑張り
ます。よろしくお願い致します。

総
合
政
策
課

 

情
報
政
策
係

　末
廣

　翔
一

　生まれ育った西都と市民の皆さ
まのお役に立てるように、一生懸
命頑張って行きたいと思います。

税
務
課  

 

市
税
収
納
係

　鳥
原

　裕
史

　少しでも早く市民の皆さまのお
役に立てるよう一生懸命頑張りま
す。よろしくお願い致します。

税
務
課  

 

国
保
税
収
納
係

　田
上

　直
朗

　早く仕事を覚えて、大好きな西
都市と市民の皆さまのお役に立て
るよう一生懸命頑張ります。

建
設
課  

 

道
路
建
設
係

　阿
萬

　
　翼

　少しでも早く仕事を覚えられる
よう一生懸命頑張りますので、よ
ろしくお願い致します。

建
設
課  

 

道
路
保
全
係

　濵
川

　亮
太
郎

　日々勉強、日々成長し市民の皆
さまのために頑張りたいと思いま
す。よろしくお願い致します。

建
築
住
宅
課

 

建
築
係

　甲
斐

　
　徹

　早く仕事を覚えて、皆さまのお
役に立てる職員になれるよう努力
します。よろしくお願い致します。

市
民
課 

 

記
録
整
備
係

　木
村

　紘
平

　一日でも早く仕事を覚えて、市
民の皆さまのお役に立てるよう日
々精進して参ります。

生
活
環
境
課  
 

廃
棄
物
処
理
係

　川
崎

　翔
司

　みんなが幸せを感じる西都市づ
くりを推進したいと思います。フ
レッシュな気持ちで頑張ります。

福
祉
事
務
所 

 

保
護
係

　井
上

　拓
郎

　早く仕事を覚えて市民の皆さま
のお役に立てるよう頑張ります。
よろしくお願い致します。

福
祉
事
務
所  

 

障
害
福
祉
係

　増
田

　晴
美

　早く仕事を覚えて西都市に少し
でも貢献できるように頑張ります。
よろしくお願いします。

上
下
水
道
課 

 

総
務
係

　外
山

　慎
一
朗

　教育行政に携わることができ、
大変光栄に思います。一日一日を
大切に精一杯頑張ります。

教
育
総
務
課  

 

教
育
総
務
係

　矢
島

　さ
お
り

　初心を忘れず、謙虚な心で先輩
方に習い、一日でも早く一人前の
消防官になれるよう努力します。

消
防
署

 

第
１
小
隊

　楠
瀬

　真
悟

規採
用
職
員
の

　
　
　紹介

規採
用
職
員
の

　
　
　紹介

新新

組織機構図.indd   2 13/04/19   16:07



 広報さいと May 2013　10

被
災
地
の
復
興
に

　
　
二
本
松
市
へ
職
員
を
派
遣

 被災地派遣職員壮行式

３月 29 日、本市から東日本大震災被災地
へ派遣される黒木章浩主任技師の壮行式
がありました。派遣地は福島県二本松市。
「この経験を通し、人間的にも成長してい
きたい」と抱負を述べる黒木主任技師に
市長が「市の代表として頑張ってくださ
い」と激励のことばを送りました。派遣
期間は本年４月１日から来年３月 31日ま
での１年間となっています。

笑
顔
で
市
の
Ｐ
Ｒ

　
　
新
し
い
菜
の
花
レ
デ
ィ
が
決
定

西都菜の花レディ
　　退任式・委嘱状交付式
４月１日、平成 24 年度西都菜の花レディ
の退任式と、平成 25 年度菜の花レディの
委嘱状交付式がありました。新しくレディ
に就任したのは、沼口智美さんと田原早
紀さん。市長から感謝状と記念品を受け
取った昨年度のレディから、笑顔でたす
きを受け継ぎました。２人は今後さまざ
まなイベントで本市の魅力をＰＲする予
定です。

  

西
都
原
と
清
水
台
を
結
ぶ

　
　
市
民
待
望
の
道
路
が
開
通

西都原総合台線開通式

３月 30 日、清水台総合公園で同公園と
西都原運動公園を結ぶ「西都原総合台線」
の開通式がありました。式には地元関係
者やスポーツ少年団員ら約 100 人が出席。
市長が「皆が待ち望んでいた道路。スポー
ツと観光をつなぐとともに災害時の避難
連絡道路として活用できる」とあいさつ
しました。テープカットの後、参加者に
よる通り初めを行いました。

三
財
地
区
と
三
納
地
区
で
も

　
　
小
中
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト

 平成 25 年度入学式

４月９日と 11 日、市内の小中学校で入学
式が行われました。本市では今年度から
三財小中学校と三納小中学校で小中一貫
教育がスタート。三納小中学校の入学式
では、両校の新入生が手をつないで入場。
緊張した面持ちで先生たちの話を聞いて
いました。また先輩たちの歓迎のことば
もあり、「分からないことは何でも聞いて
ください」と新入生を激励しました。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

まちの話題.indd   1 13/04/19   16:14
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JA 共済が救急車を寄贈
３月 21 日、全国共済農協同組合連合会 (JA 共済 ) から市
消防本部に高規格救急車が寄贈されました。これは JA共
済が地域貢献活動の一環として行っているもの。市消防
署で行われた寄贈式には西都農業協同組合の壹岐定憲代
表理事組合長や市長、消防署長らが出席し、壹岐組合長
から市長にレプリカキーが手渡されました。救急車は市
消防署に配置され、翌 22日より運用を開始しました。

記紀の道　花ウォーキング
３月 30 日、記紀の道花ウォーキングが開催されました。
ウォーキングには市内外から 44人が参加。あいそめ広場
から桜川遊歩道を通って都萬神社に参拝し、記紀の道を
たどってこのはな館までのコースを歩きました。参加者
は、ガイドから記紀の道にまつわる伝承を聞きながら春
の西都原を散策。逢初川近くでは花の苗を植え付け、記
紀の道を彩りました。

平成 25年度西都市消防団辞令交付式
４月１日、西都原陸上競技場で平成 25年度西都市消防団
辞令交付式が行われ、団本部や各部長、新入団員など約
100 人が参加しました。今年度の新入団員は 45人で、消
防団は総員 768 人。団員を代表して第３分団の榎本宣紀
副分団長と新入団員の関裕司団員に弓削正輝団長から辞
令が手渡されました。また、勤続 20年以上の団員家族へ
の感謝状贈呈も併せて行われました。

都於郡中学校　自転車交通安全モデル校指定
４月 12日、都於郡中学校が本年度の自転車交通安全モデ
ル校に指定され、西都警察署から指定証が交付されまし
た。都於郡中は学校全体で自転車の安全運転に取り組む
ことで市民の模範となり、市内全域の交通安全を目指し
ます。指定証が交付された後は運動場で交通安全教室を
実施。全校生徒が自分の自転車を点検し、交差点の安全
な通過の仕方などを練習しました。

「山の駅銀鏡」創業祭
 ４月７日、「山の駅銀鏡」の創業祭が行われました。「山
の駅銀鏡」は地域特産品の販売や地域住民の交流スペー
スとしての活用を目的に昨年４月１日にオープン。創業
１周年を迎え、地域住民や来場者などにその感謝の気持
ちを込めて開催されました。店内での特産物販売、店頭
でのイノシシ雑炊の振る舞いや手作りこんにゃくの実演
販売が行われ、来場者で賑わいました。

ち の話題ま
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人人今月の今月の

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

暑
い
日
や
寒
い
日
、
雨
の
日
や

風
の
日
に
も
交
通
指
導
に
送
り
出

す
奥
さ
ま
は
、「
本
当
に
大
変
そ

う
で
し
た
」
と
、
い
つ
も
松
浦
さ

ん
を
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
普
通
で
す
よ
」
と
謙
遜
す
る

奥
さ
ま
の
横
で
、
松
浦
さ
ん
が
繰

り
返
し
口
に
す
る
の
は
、「
家
族

の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
。
特
に
嫁

さ
ん
の
協
力
が
な
い
と
絶
対
出
来

な
か
っ
た
。
内
助
の
功
で
す
」
と

い
う
奥
さ
ま
へ
の
感
謝
の
言
葉
ば

か
り
。

　

印
象
に
残
る
思
い
出
を
聞
く
と
、

「
平
成
19
年
１
月
に
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
緑
十
字
金
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
」
と
の
こ
と
。
大
切

そ
う
に
飾
ら
れ
た
額
縁
は
、
ま
さ

に
夫
婦
で
受
賞
し
た
表
彰
状
で
あ

る
か
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
指
導
員
さ
ん
に
は
、

「
大
変
で
し
ょ
う
が
私
以
上
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
」
と
、
現
役
の
指

導
員
さ
ん
へ
の
期
待
を
語
る
松
浦

さ
ん
。

　

今
後
は
奥
さ
ま
と
２
人
で
趣
味

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
旅
行
を
楽

し
み
た
い
と
語
る
表
情
は
、
安
堵

感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
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本
市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
よ

り
、「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
」
の
モ
デ
ル
地
区
で
の
実
施
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
後
４
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
す
べ

て
の
ご
家
庭
を
対
象
に
、
民
生
委

員
児
童
委
員
が
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
、
ま
た
、
子
育
て
に
関

す
る
情
報
の
提
供
を
す
る
こ
と
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
育
ち
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
三
納
・
三
財
・
都
於
郡

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
中
に
は

市
内
全
域
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
い
ろ

ん
な
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
心
強

い
存
在
で
す
。
民
生
委
員
児
童
委

員
と
お
知
り
合
い
に
な
る
い
い
機

会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
訪
問
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
訪
問
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
６

み
ん
な
の
広
場

松
まつうら

浦　健
つよし

さん
37年務めた西都市交通指導員を勇退。
繰り返し口にするのは奥さまへの感謝の言葉です。

　

こ
の
た
び
37
年
務
め
た
西
都
市

交
通
指
導
員
を
勇
退
し
た
松
浦
さ

ん
。

　
「
軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
」
と

話
す
松
浦
さ
ん
で
す
が
、「
引
き

受
け
た
以
上
は
、
指
導
員
の
権
威

を
損
ね
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
一
生
懸
命
に
勤
め
た
。
そ
し
て

や
り
抜
く
気
構
え
が
な
い
と
絶
対

で
き
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
毎

週
２
回
、
子
供
た
ち
へ
の
交
通
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ

つ
で
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
！
と
い

う
気
持
ち
に
。
ま
た
市
内
の
交
通

事
故
が
１
件
で
も
少
な
く
な
っ
た

時
、
そ
の
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
て
い
る
と
思
え
ば
嬉
し
か
っ

昭和 11年 3月 5日生
妻：国分地区

西西

育
て
よ
う

育
て
よ
う

都
っ
子

都
っ
子
第１回

※
「
育
て
よ
う
　西
都
っ
子
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
年
４
回
掲
載
し
ま
す
。

　
　次
回
は
８
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

主任児童委員
弘田美恵子さん

　
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
さ
れ
た
ご

家
庭
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん

に
対
す
る
お
母
さ
ん
や
ご
家
族

の
温
か
い
愛
情
や
心
遣
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
訪
問
事
業
の

す
ば
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
し
て
何
か
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

主任児童委員
黒木隆子さん

　
自
宅
に
訪
問
し
、
ま
ず
目
的

を
お
伝
え
し
、
子
育
て
に
対
す

る
悩
み
な
ど
、
お
母
さ
ん
の
様

子
を
観
察
し
な
が
ら
会
話
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
お
子
さ
ん
や
お
母

さ
ん
の
様
子
、
家
庭
の
雰
囲
気

な
ど
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
何
か
あ
っ
た
ら
相
談
で
き
る

人
が
い
る
」
と
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
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 13　May 2013 広報さいと

月から、山村留学生として銀鏡中に通っている５人。
新しい環境で学び始めたばかりです。

　５人全員が宮崎市からの転入。田島さんは「自然がたく
さんあって、みんなが家族みたいにつながってる」と銀鏡
に来た印象を語ります。「スーパーがなくてびっくりしたけ
ど」と笑いますが、早くも新生活になじんだようです。
　山崎さんは「空気のきれいさが全然違う」と驚いた様子。
「川もきれいでいいところ」と銀鏡の環境を楽しんでいます。
　横山さんは将来の夢へ向け、精神力と忍耐力をつけたい
と銀鏡中へ。「銀鏡神楽を見てみたい」と満面の笑顔です。
　西橋さんは将来農業の仕事を志し、里親さんの手伝いが
したいと山村留学に来ました。「里親さんが面白くて楽しい。
３年生なので受験勉強にも打ち込みます」とあふれる意欲
を語ってくれました。
　池田君は銀鏡の自然を満喫中です。「魚釣りをしたら獲物
を逃がしてしまったので、再挑戦します」と、勉強・部活・
遊びに全力を尽くし、楽しい中学校生活を送れそうです。

４

　私の６年生の目標は、３つあります。
　１つ目は、下級生のお手本になることです。
下級生は、上級生のまねをします。だから良
いお手本になりたいです。そのためには、積
極的に活動し、大きな声であいさつをして、
良いお手本になりたいです。
　２つ目は、自主的に行動することです。こ
の言葉は、５年生のときから聞いていました
が、６年生では、さらに自覚して、いままで
以上に自主的な行動を増やしていきたいです。
特に、委員会や行事、ボランティア活動をが
んばりたいです。
　３つ目は、集中して、勉強や家庭学習に取
り組むことです。６年生になったら、歴史が
始まり、他の教科も勉強が難しくなるので、
集中して取り組みたいです。
　この３つをしっかり実行し、全校児童の中
心となれるよう、努力していきたいです。

 題名
　　『６年生の目標』

妻北小学校６年　

大
おおの
野　愛

あいり
里さん  

 いけだ　じんたくん
あさひ幼稚園・５歳

作品
 「うちゅうとロケットに

のったぼく」

 
黒
くろぎ
木　優

ゆうせい
誠くん

（平成23年2月20日生）
２歳になってますますやんちゃに。
　これからも元気にたくましく育ってね！
　(下尾筋：慎吾さん・舞衣さんの長男 )

銀鏡中学校　

池
いけだれん
田蓮くん、山

やまさき
崎りささん、田

たじま
島美

み き
紀さん

横
よこやま
山莉

り こ
子さん、西

にしばし
橋七

な な
菜さん（左から）

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

みんなの広場.indd   2 13/04/19   16:16



 

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）

端
午
の
節
句
展

■
期
間
＝
５
月
５
日(

日
曜)

ま

　

で
長
友
晴
久
ク
レ
ヨ
ン
画
展

■
期
間
＝
５
月
７
日(

火
曜)

〜

　

12
日
（
日
曜
）

「
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
西
都
」
作
品
展

■
期
間
＝
５
月
14
日(

火
曜)

〜

　

19
日
（
日
曜
）
ま
で

第
23
回
瑞
鵬
書
道
会
展

■
期
間
＝
５
月
21
日
（
火
曜
）
〜

　
５
月
26
日
（
日
曜
）

写
真
５
人
展

■
期
間
＝
５
月
28
日
（
火
曜
）
〜

　
６
月
２
日
（
日
曜
）

ぞ
ろ
目
ラ
イ
ブ

　
清
野
憲
一
と

　
　
　
二
胡
ラ
イ
ブ
の
仲
間
た
ち

■
日
時
＝
５
月
18
日
（
土
曜
）

　

18
時
開
場
、
18
時
30
分
開
演

■
入
場
料
＝
５
０
０
円

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-
42-
０
０
２
７

■
日
時
＝
5
月
12
日
（
日
曜
）

　

8
時
〜

■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園
陸
上

　

競
技
場

※
雨
天
時
は
屋
内
練
習
場

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

■
日
程
＝
５
月
18
日
（
土
曜
）、

　

19
日
（
日
曜
）
※
雨
天
順
延

■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園
野
球

　

場
、清
水
台
総
合
公
園
野
球
場
、

　

西
都
西
地
区
運
動
場
野
球
場
、

　

杉
安
川
仲
島
公
園
野
球
場

■
開
会
式
＝
５
月
18
日
（
土
曜
）

　
８
時
30
分
〜
（
会
場
：
西
都
原

　

運
動
公
園
野
球
場
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
軟
式
野
球
連

　

盟
事
務
局
・
冨
山

　

℡
０
９
０-

９
４
８
７-

４
３
３
５

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
18
時

※
展
示
室
入
室
は
17
時
30
分
ま
で

特
別
展
「
山や
ま
の
い
く
さ
の
き
み

之
将
軍
と
里さ
と
の
き
み

之
王
は

　
地
底
の
奥
津
城
に
眠
る
」

■
期
間
＝
６
月
30
日
（
日
曜
）
ま

　

で
特
別
展
関
連
講
演
会

■
日
時
＝
５
月
18
日
（
土
曜
）

　

13
時
〜
15
時
30
分

■
演
題
＝
「
地
下
式
横
穴
墓
の
女

　

性
被
葬
者
を
語
る
」

■
会
場
＝
１
階
ホ
ー
ル

■
入
場
料
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
原
考
古
博
物
館

　

℡
０
９
８
３-

41-

０
０
４
１

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し

て
、
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル　

お
菓

子
放
浪
記
」
の
上
映
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
上
映
会
の

売
り
上
げ
の
一
部
が
義
援
金
と
し

て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝

○
５
月
24
日
（
金
曜
）
10
時
30
分
、

　

14
時
、
19
時

○
５
月
25
日
（
土
曜
）
10
時
30
分
、

　

14
時

※
開
場
時
間
は
各
上
映
の
30
分
前

■
会
場
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

■
料
金
＝
一
般
：
１
０
０
０
円（
当

　

日
１
５
０
０
円
）、
小
・
中
・

　

高
生
：８
０
０
円
（
当
日
の
み
）

■
販
売
場
所
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
３
２
１

　

市
文
化
ホ
ー
ル

　

℡
０
９
８
３-

32-

６
３
０
０
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 ＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp
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ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
～
5
月
の
催
し
～

平
成
25
年
度 

西
都
市

　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 
入
団
式

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

映
画
上
映
会

西
都
原
考
古
博
物
館

　
　
　
特
別
展
お
よ
び
講
演
会

第
33
回 

宮
崎
県

          

中
学
生
軟
式
野
球
大
会
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「
か
ら
い
も
交
流
」
は
、
韓
国
・

香
港
・
マ
カ
オ
の
大
学
で
日
本
語

を
勉
強
し
て
い
る
学
生
を
直
接
南

九
州
に
招
い
て
行
う
２
週
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交

流
で
は
、
事
業
に
参
加
す
る
大
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
受
入
期
間
＝
７
月
13
日（
土
曜
）  

　

〜
28
日
（
日
曜
）

■
申
込
締
切
＝
５
月
31
日（
金
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

　

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
担
当　

宮
越

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
７
９
３

　

市
民
会
館
で
は
、
音
楽
の
発
表

や
鑑
賞
が
気
軽
に
で
き
る
場
と
し

て
、
西
都
市
民
の
方
に
市
民
会
館

の
ロ
ビ
ー
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
貸

し
出
し
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
分
野
＝
音
楽
（
例
：
弦
楽
器
、

　

木
管
楽
器
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー

　

や
合
唱
な
ど
）

※
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
は
会
館

　

の
も
の
を
貸
し
出
し
ま
す

■
対
象
外
と
な
る
も
の
＝
大
音
量

　

を
出
す
ア
ン
プ
な
ど
を
持
ち
込

　

ん
で
の
演
奏
。
館
内
の
他
の
施

　

設
利
用
に
支
障
が
あ
る
も
の
。

　

物
品
販
売
を
行
う
も
の
。
イ
ベ

　

ン
ト
の
内
容
で
ホ
ー
ル
や
会
議

　

室
を
使
用
す
る
ほ
う
が
適
当
で

　

あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

■
開
催
時
期
・
募
集
団
体
数
＝
日

　

時
に
つ
い
て
は
、会
館
と
相
談
。

　
５
月
〜
来
年
１
月
の
間
に
５
回

　

程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る

　

の
で
、
５
団
体
を
募
集
。

■
開
催
時
間
＝

　

30
分
か
ら
60
分
程
度

■
入
場
料
＝
す
べ
て
無
料

■
費
用
な
ど
＝
会
館
の
施
設
や
備

　

品
の
使
用
料
は
無
料
。
Ｐ
Ｒ
、

　

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
経
費
は
１
万

　

円
程
度
支
給
。
出
演
に
か
か
る

　

費
用(

交
通
費
、楽
器
運
搬
費
、

　

食
費
な
ど)

は
出
演
者
負
担
。

■
申
し
込
み
方
法
な
ど
＝
５
月
か

　

ら
受
付
開
始
。
開
催
予
定
の

　

１
カ
月
前
ま
で
に
市
民
会
館
に

　

あ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
申
込

　

書
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
と
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
会
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

５
０
４
８

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に

　

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
、

宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務

事
務
所
の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
納
税
通

知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
５

月
31
日
（
金
曜
）
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
た
め
に
使
用
す
る

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
５
月
31
日

（
金
曜
）
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

高
鍋
県
税
・
総
務
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

０
２
１
３

　

平
成
25
年
度
軽
自
動
車
税
減
免

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
減
免
の
申
請

を
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類
を
添

え
て
５
月
24
日
（
金
曜
）
ま
で
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
〜
24
年
度
に
減

免
の
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、
別
途

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

の
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

15　May 2013 広報さいと

ンフォメーションイ
●
● 

募　
　
集 

●
●

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

自
動
車
税
の
納
付
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
減
免
に
つ
い
て

市
民
会
館
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
出
演
者
募
集

か
ら
い
も
交
流
・
夏

　
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

インフォメーション.indd   2 13/04/19   16:17



■
必
要
書
類
＝
①
軽
自
動
車
税
減

　

免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り
ま

　

す
）、
②
運
転
免
許
証
、
③
自

　

動
車
検
査
証
（
車
検
が
あ
る
も

　

の
）、
④
納
税
通
知
書
（
５
月

　

上
旬
発
送
）、
⑤
申
請
者
（
納

　

税
義
務
者
）
の
印
鑑
、
⑥
障
が

　

い
を
証
明
す
る
も
の
（
身
体
障

　

害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

　

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
）

生
計
同
一
者
が
運
転
す
る
場
合

■
必
要
書
類
＝
①
〜
⑥
、⑦
通
院
・

　

通
学
を
証
明
す
る
も
の（
病
院
・

　

学
校
が
交
付
す
る
も
の
）

※
生
計
同
一
者
：
障
が
い
者
の
方

　

と
日
常
生
活
を
共
に
し
て
い
る

　

親
族
（
配
偶
者
、
血
族
６
親
等

　

以
内
、
姻
族
３
親
等
以
内
）

常
時
介
護
す
る
者
が

　
　
　
　
　
　
　
運
転
す
る
場
合

■
必
要
書
類
＝
①
〜
⑥
、
⑧
福
祉

　

事
務
所
の
交
付
す
る
「
軽
自
動

　

車
税
等
に
係
る
常
時
介
護
証
明

　

書
」

※
常
時
介
護
す
る
者
：
障
が
い
者

　

な
ど
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　

に
お
い
て
、
通
院
・
通
学
な
ど

　

の
た
め
に
障
が
い
者
所
有
の
軽

　

自
動
車
を
継
続
し
て
日
常
的
に

　

運
転
す
る
者

■
そ
の
他
＝
自
動
車
税
減
免
と
軽

　

自
動
車
税
減
免
を
重
複
し
て
受

　

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

税
務
課
市
民
税
係

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
０
９

　

西
都
市
情
報
公
開
条
例
第
18
条

お
よ
び
西
都
市
個
人
情
報
保
護
条

例
第
50
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
24
年
度
の
情
報
公
開
制
度
お
よ

び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状

況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表

し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

■
公
文
書
の
開
示
の
請
求
件
数
、

　

開
示
な
ど
の
決
定

①
開
示
の
請
求
件
数
＝
20
件

②
開
示
な
ど
の
決
定
件
数

　

・
全
部
開
示
＝
13
件

　

・
部
分
開
示
＝
６
件

　

・
不
開
示
＝
0
件

　

・
不
存
在
＝
0
件

　

・
拒
否
＝
1
件

③
不
服
申
立
て
件
数
＝
０
件

個
人
情
報
保
護
制
度

■
個
人
情
報
の
開
示
請
求
・
訂
正

　

請
求
・
利
用
停
止
請
求
の
件
数

①
開
示
請
求
の
件
数
＝
0
件

②
訂
正
請
求
の
件
数
＝
0
件

③
利
用
停
止
請
求
の
件
数
＝
0
件

※
市
役
所
正
面
玄
関
横
の
情
報

　

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
情
報
公
開
に

　

関
す
る
相
談
や
請
求
を
受
け
付

　

け
て
い
る
ほ
か
、
行
政
資
料
な

　

ど
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

総
務
課
行
政
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
１
２

　

三
財
川
上
流
に
あ
る
立
花
発
電

所
・
三
財
発
電
所
で
は
、
発
電
の

出
力
変
動
に
伴
い
、
発
電
所
か
ら

河
川
に
放
流
さ
れ
る
水
量
が
増
え

た
り
減
っ
た
り
し
ま
す
。
発
電
所

が
あ
る
河
川
の
下
流
で
は
、
天
候

に
か
か
わ
ら
ず
水
量
や
水
位
が
急

に
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
河
川
に
立
ち
入
ら
れ
る
場
合

に
は
、
水
位
の
変
化
に
十
分
気
を

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

宮
崎
県
企
業
局
工
務
課

　

℡
０
９
８
５-
26-

９
７
６
９
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行
政
相
談

■
日
時
＝
５
月
９
日(

木
曜)

　

10
時
〜
12
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-
43-
３
４
８
５

無
料
健
康
相
談

■
日
時
＝
５
月
14
日(
火
曜)

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
５
月
20
日
（
月
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛

生
対
策
の
基
本
で
す
。
飼
養
衛
生

管
理
基
準
を
守
っ
て
日
本
一
安

全
・
安
心
な
畜
産
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
５
月
21
日
（
火
曜
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
５
月
26
日(

日
曜)

　
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
５
月
31
日(

金
曜)

　
９
時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
18
年
５
月
２
日

　

〜
６
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
13
年
６
月

　

１
日
〜
６
月
30
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-
０
３
７
８

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
５
月
31
日(

金
曜)

　

10
時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

司
法
書
士
に
よ
る

　
消
費
生
活
無
料
相
談︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
６
月
４
日
（
火
曜
）

　

13
時
〜
16
時

　

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

今
月
の
納
期

　

５
月
31
日
は
、
軽
自
動
車
税
・

保
険
税
第
１
期
の
納
期
限
で
す
。

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。
納

期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

１
０
６
１
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 広報さいと May 2013　18

 人の動き ( 平成25年４月１日現在 )
■人　口　31,626 (-165)　■男　　14,881 (  -59)
■世帯数　12,180 (  -20)   ■女　　16,745  (-106)
■転入  124   ■転出   271  ■出生  17  ■死亡    35
■高齢化率 (65歳以上 )　30.62％

COOKING
 

コーンごはん

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料 ( ５人分 ) ／
精白米 300g、スイートコーン１本分、塩小さじ１弱

●作り方／
①精白米はよく洗い、ザルにあげておく。
②スイートコーンは生のまま身をそいでおく。
③炊飯器に②のスイートコーンと精白米と塩を入れて
　混ぜる。
④水量も通常と同じにし、普通に炊く。
⑤炊きあがったら、さっくり混ぜて出来上がり。

3月号プレゼント「黒木農園の『花の寄せ植え』」
　　の当選者です。おめでとうございます。　　　　　 

河野　優喜子さま  （  三  宅   ）
壹岐　康代さま 　 （  右  松   ）
横山　きし子さま（  三  財   ）

 PRESENTこのはな館レストラン
　旬菜家の「西都の夏の恵み」

 このはな館レストラン「旬
菜家」の「西都の夏の恵み」
を３人の方にプレゼント。
西都の旬の恵みをご賞味く
ださい。
（写真は昨年のものです）

 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は５月31日(当日消印有効)です。
当選者には後日連絡します。宛先＝〒881-8501　西都市
総務課「地場産品もらっちゃおう５月号」係。または、Ｅメー
ル：koho@saito-city.jp まで。

IN
FO
RM
A
TIO
N

うめもん豆 知識

スイートコーン
●宮崎の初夏を代表する野菜。
●甘みは時間が経過するにつれ低
　下していくので、購入後は早め
　に調理した方がよい。
●タンパク質や脂質のバランスが
　高く、主食の代わりにもなる高
　カロリーな野菜。ビタミンや食
　物繊維、ミネラルも豊富。

BOOKS

大人気〈御茶ノ水署
シリーズ〉初の長編
作。
御茶ノ水署勤務の斉
木斉と梢田威。
幼なじみで迷コンビ
の二人が神田、御茶
ノ水、神保町界隈で
起こる数々の事件に
東奔西走します。

「森づくりは未来づ
くり」
森は人間が想像でき
ないような長い時間
を生きています。
世界の大自然を見て
きた著者。
日本の自然のすばら
しさが綴られていま
す。

 『大迷走』　
逢坂　剛／著

　　　　　　　　　　　　　　集英社

 『15 歳の寺子屋　森をつくる』
C・Wニコル／著

　　　　　　　　　　　　　　講談社

 ●オススメの本
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「
目
に
は
青
葉　

山や
ま
ほ
と
と
ぎ
す

郭
公　

初は
つ
が
つ
お

松
魚
」は
江
戸
時
代
の
俳
人
で
、

松
尾
芭
蕉
と
同
門
の
山
口
素
堂
が

詠
ん
だ
句
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ

に
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
内
の
各
種
団
体
や
企
業
な
ど

に
お
い
て
は
人
事
異
動
が
行
わ

れ
、
新
年
度
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
機
一
転
、
新
た
な
気
持
ち
で
前

向
き
に
仕
事
や
活
動
に
取
り
組
み

た
い
も
の
で
す
。

　

市
役
所
に
お
い
て
も
総
合
政
策

課
危
機
管
理
係
を
基
地
対
策
と
併

せ
て
危
機
管
理
課
に
昇
格
さ
せ
、

市
民
の
安
全
安
心
を
少
し
で
も
確

保
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
農
林
振
興

課
を
農
政
課
と
農
地
林
政
課
に
分

離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
特
に
農
政
課
に
は
「
食
創
生

推
進
係
」
を
新
た
に
設
置
し
、
食

の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
を

充
実
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
業
務
を

整
理
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

行
財
政
改
革
は
引
き
続
き
手
綱

を
緩
め
る
こ
と
な
く
行
っ
て
い
き

ま
す
が
、
一
方
で
は
将
来
の
西
都

市
に
向
か
っ
て
投
資
を
行
う
こ
と

で「
西
都
創
生
」の
実
現
に
向
か
っ

て
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
前
年
度

比
４
・
９
％
増
の
積
極
予
算
を
編

成
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
「
元
気
な
日
本
の
ふ

る
さ
と
西
都
」
づ
く
り
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
指
導
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

編
集
後
記

　

４
月
の
定
期
異
動
で
広
報
係
に

ま
い
り
ま
し
た
。
西
都
の
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
発
信
し
よ
う
と
意
気
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
た
だ

今
目
の
前
の
仕
事
に
右
往
左
往
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

写
真
の
撮
影
も
な
ん
と
か
相
棒

の
カ
メ
ラ
に
？
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。（
最
近
の

カ
メ
ラ
は
性
能
が
い
い
で
す
）

　

こ
れ
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
に
取
材
に
行
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！　
（
Ｋ
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

平
成
25
年
度

　
　
　新
体
制
ス
タ
ー
ト

　 　　　　　私の相棒です！

新規採用職員辞令交付式
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滝一郎の
ちょっとちょっと

第 11回
　シロツメクサ (四つ葉のクローバー )

か
ら
50
年
昔
の
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
、
銀
上
小

学
校
の
校
庭
で
草
と
遊
ん
で
い
た

佐
代
子
が
「
先
生
こ
れ
や
る
わ
」

と
い
っ
て
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
持
っ
て
き
た
。
ク
ロ
ー
バ
ー
と

は
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
こ
と
だ
が
、

彼
ら
に
は
「
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
」
と

言
う
学
名
よ
り
も
「
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
」
の
方
が
親
し
み
が
あ

る
。

　

さ
っ
そ
く
運
動
場
に
出
て
み
た

ら
、一
坪
（
約
３
平
方
メ
ー
ト
ル
）

ぐ
ら
い
の
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
群
落

が
あ
っ
て
、
白
い
花
が
絨じ
ゅ
う
た
ん毯の
よ

う
に
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
た
。

道
に
し
て
　人
に
踏
ま
る
る
　ク

ロ
ー
バ
の
　伸
び
広
が
り
て
　花

の
咲
き
お
り
　
　
　高
田
　浪
吉

　

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

原
産
の
多
年
生
草
本
で
、
江
戸
時

代
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
帰
化
植

物
だ
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
白
井

光
太
郎
『
植
物
渡
来
考
』
に
次
の

よ
う
に
書
い
て
あ
る
。「
弘
化
三

丙
年
二
月
和オ
ラ
ン
ダ

蘭
陀
国
よ
り
書
籍
並

に
器
物
を
献
ず
・
・
・
献
上
物
に

は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
像
、
ガ
ラ
ス

製
の
ラ
ン
プ
、
花
び
ん
な
ど
が

入
っ
て
居
り
、
破
損
を
お
そ
れ
て

外
箱
、
内
箱
を
重
ね
、
内
外
の
箱

の
す
き
ま
に
枯
草
を
つ
め
て
あ
っ

た
。
そ
れ
に
小
さ
な
実
が
つ
い
て

い
た
の
で
ま
い
た
と
こ
ろ
、
思
い

が
け
な
く
も
西
洋
の
一
奇
草
を
得

た
。
幕
府
の
御
殿
医
が
こ
れ
を
見

て
、
苜う
ま
ご
や
し蓿の
一
種
で
あ
る
と
い
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
（
滝

注
：
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
）
と
命
名
し

た
。・
・
・
」

　

あ
の
日
か
ら
半
世
紀
、
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
４
月
５
日
午
前

10
時
、
パ
ン
売
り
の
里
美
ち
ゃ
ん

が
き
た
。
そ
し
て
い
つ
も
の
よ
う

に
パ
ン
と
山
菜
談
義
が
始
ま
っ

た
。
葉
を
茹
で
て
芥か
ら
し子

和
え
・
ご

ま
和
え
・
油
炒
め
に
し
て
食
べ
る

こ
と
、
花
を
テ
ン
プ
ラ
に
し
た
ら

マ
シ
ュ
マ
ロ
パ
ン
の
よ
う
に
ふ
わ

ふ
わ
し
て
美
味
し
い
こ
と
、
ま
た

ク
ロ
ー
バ
ー
の
冠
か
ん
む
りを
頭
に
被か
ぶ

る
と

幸
せ
が
や
っ
て
く
る
、な
ど
な
ど
。

　

あ
の
頃
の
子
供
達
は
、
こ
う
し

て
摘
ん
だ
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
大
切
に
し
て
日
本
の
子
（
大
和

撫
子
）
に
な
っ
た
。
こ
の
母
親
の

話
を
、
ゲ
ー
ム
遊
び
や
メ
ー
ル
に

熱
中
し
て
い
る
今
の
子
供
達
に
聞

か
せ
て
や
り
た
い
。

　
　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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